
南馳
ン
ン

ヽ

～

そ
の
⑬

～

左
泉
区

山
本
　
博

シャトー デ ィケム

||1鶯
轡
鵠寵講鶯響
||1弦材4千子を岳告?″“筋―

「ソ
ー
テ
ル
ヌ
」

晩
秋
に
霧
が
立
ち
こ
め
る
と
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
一

種
で
あ
る

「ボ
ツ
リ
ヌ
ス
・
シ
ネ
レ
ア
菌
」
が
葡
萄
の

果
皮
に
付
着
し
、
皮
に
穴
を
穿
ち
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

果
実
の
水
分
が
蒸
発
し
糖
度
が
増
し
た
葡
萄
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
が
貴
腐
葡
萄
で
す
。
こ
れ
を
絞

っ
て
発
酵
さ

せ
る
と
、
甘
日
の
貴
腐
葡
萄
酒
が
で
き
ま
す
。

世
界
三
大
甘
口
葡
萄
酒
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー

地
区
の

「
ソ
ー
テ
ル
ヌ
」、
ド
イ
ツ
の

「ト

ロ
ッ
ケ

ン
・
ベ
ー
レ
ン
・
ア
ウ
ス
レ
ー
ゼ
」、
そ
し
て
ハ
ン
ガ

リ
ー
の

「ト
カ
イ
」
の
貴
腐
葡
萄
酒
で
す
。

私
の
私
見
で
す
が
、
多
々
あ
る

「
ソ
ー
テ
ル
ヌ
」
の

中
で
、　
一
人
横
綱
が

「
シ
ャ
ト
ー

・
デ
ィ
ケ
ム
」
で
す
。

そ
の
他
、
大
関
な
く
、
関
脇
も
な
く
、
小
結
が

「
シ
ャ

ト
ー

・
ス
デ
ュ
イ
ロ
ー
」、
「
シ
ャ
ト
ー

・
リ
ュ
ー
セ
ツ

ク
」
と
続
き
ま
す
。
「
シ
ャ
ト
ー

・
デ
ィ
ケ
ム
」
は
ダ

ン
ト
ツ
の
貴
腐
葡
萄
酒
で
す
。
葡
萄
酒
を
超
え
た
、
神

の
雫
で
す
。
高
貴
な
香
り
、
輝
き
の
あ
る
琥
拍
色
、
ビ

ロ
ー
ド
の
よ
う
な
舌
ざ
わ
り
。
お
寺
の
名
鐘
の
よ
う
な
、

い
つ
ま
で
も
響
く
余
韻
。
こ
の
葡
萄
酒
の
形
容
は
、
筆

舌
に
尽
く
せ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
こ
の

「
シ
ャ
ト
ー

・
デ
ィ
ケ
ム
」
は
、
葡
萄

が
不
作
の
年
に
は
、
葡
萄
酒
を
生
産
し
ま
せ
ん
。
よ
っ

て
、
ヴ
イ
ン
テ
ー
ジ
に
欠
年
が
存
在
し
ま
す
。
た
と
え

ば
１
９
９
２
年
。
も
し
こ
の
年
の

「
シ
ャ
ト
ー

・
デ
ィ

t控端 よ導☆ ・`

ケ
ム
」
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
贋
作
で
す
。　
　
　
　
　
　
落
ヤ

世
界
最
高
の
デ
ザ
ー
ト
ワ
イ
ン
を
造
る
クシ
ャ
顎
≡

ト
ー

・
デ
ィ
ケ
ム
ク
が
極
少
量
生
産
す
る
辛
Ｂ
白
ワ
イ
　
禅

ン
が

「イ
グ
レ
ッ
ク

・
ド

・
シ
ャ
ト
ー

・
デ
ィ
ケ
ム
」

々鱗
，

で
す
。　
貴
腐
菌
の
つ
き
が
十
分
で
な
い
年
の
み
生
産

Ｌ幣

さ
れ
る
為
、
非
常
に
稀
少
な
葡
萄
酒
と
な

っ
て
い
ま

一響

す
。　
強
め
の
樽
香
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
も
や
や
高
め
幸
ヤ

で
、
フ
ォ
ア
グ
ラ
や
ブ
ル
ー
チ
ー
ズ

の

「
ロ
ッ
ク

筆

フ
オ
ー
ル
」
な
ど
と
非
常
に
相
性
の
良
い
葡
萄
酒
で
す
。
■
■

串的晦かゎ嘘香っ噂和確”力ヽた暉醸つ味韓囀鵜い的い
，中≡

セ
ミ
ヨ
ン
と
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン

・
ブ
ラ
ン
か
ら
造
ら
れ

，準殺
，

ま
す
。
芳
し
い
樽
香
と
力
強
い
ア
ル
コ
ー
ル
感
が
非
常

城やギ

に
印
象
的
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撃

さて、「ソ・とアルヌ」とよ′ヽ
マリアードンュキツ
弦ギ

る
の
が
、
宮
崎
の
「ア
ップ
ル
マ
ン
ゴ
」
で
す
。
マ
ン
韓
！
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